
ファッションデザイン

第１章 ファッションデザインの意味
第１節 デザインとは何か
第１ デザインの本質
第２ デザインの３分野
第３ ファッションとデザイン

第２節 デザインの背景
第１ デザインと芸術
第２ 技術・機能とデザイン
第３ デザインと消費
第４ デザインと地域

第３節 ファッションデザインとは何か
第１ ファッションの定義
第２ ファッションと流行
第３ ファッションと社会

第２章 ファッションデザインの基礎
第１節 ファッションデザインと形態
第１ 形態の分類
第２ 形態の基礎
第３ ボリュームとシルエット
第４ 衣服の基本構造と構造線、装飾線
第５ 部分の形態

第２節 ファッションデザインと色彩
第１ 色彩の基礎
第２ 色の３属性とカラーシステム
第３ 色の見え方と働き
第４ 色とイメージ
第５ 配色の基本と調和
第６ 色彩とファッションイメージ
第７ 流行色と基調色

第３節 ファッションデザインと文様・テクスチャ
第１ 文様
第２ テクスチャ

第４節 ファッションの美的統一
第１ ユニティ
第２ ハーモニーとコントラスト
第３ バランスとシンメトリー
第４ リズムとプロポーション

第３章 ファッションデザインの発想と表現法
第１節 ファッションデザインの発想
第１ 発想（アイディア）の力
第２ 発想とイメージ
第３ 発想からデザインへ
第４ 発想のための演習

第２節 ファッション画による表現法
第１ 材料・用具
第２ プロポーション
第３ 基本体・基本ポーズの描き方
第４ 応用ポーズの描き方
第５ 細部の描き方
第６ テクスチャ・柄・ディテールの表現

第３節 各種素材による表現法
第１ トワルによる立体裁断
第２ 実物布による立体裁断
第３ パターンメーキング
第４ ピンワーク

第４章 ファッションデザインの条件と表現
第１節 デザインの目的を明確にする意義
第２節 デザインの目的と問題点の発見
第１ 生活場面と衣服
第２ 着用者と衣服
第３ 生活を取り巻く環境と衣服
第４ 身近な生活から社会全般の問題まで
第３節 ファッションデザインの条件
第１ 身体的な快適性
第２ 自己表現と満足感
第３ 社会への協調と連帯感
第４ 衣服の管理と耐久性
第５ 芸術的価値
第６ 生産の合理化と低価格

第４節 目的と条件を満たしたファッションデザインの事例
第１ 楽しい学生生活と学校のイメージアップを目指して
第２ イベントを演出するために
第３ 新しいライフスタイルを表現するために

第４ 企業等のイメージアップと意欲的に仕事に取り組むために
第５ 若々しくおしゃれがしたい
第６ もっと社会参加したい
第７ 安全に遊べる装い
第８ 組み合わせができる便利な用具
第９ たくさん収納できる装い
第１０ リメイクで個性を出す装い

第５章 ファッション産業
第１節 ファッション産業の仕組み
第１ ファッション産業とは
第２ ファッション産業の変遷
第３ ファッション産業の構造

第２節 ファッション産業の専門職
第１ アパレル関連職業と資格

第３節 商品企画
第１ マーケティング
第２ マーチャンダイジングの役割と方法
第３ 商品企画の基本ステップ
第４ 商品企画シミュレーション演習

ファッションデザインの基礎、デザインの発想や表現方法などについて習得した知識と技術を活用し、ファッションを創造的にデザインする資質・能力を育
成することをねらいとしている。
今回の学習指導要領の改訂では、社会の変化に対応し、生活の多様化に応じたデザインを企画する力を身に付ける内容を加えるなどの改善を図っ
た。
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幼児や児童の成長過
程における服装等につ
いて新規で記載。

ファッションデザイン

衣服の大量廃棄が社会問題に
なっている経緯から、着なくなっ
た衣服等のリメイクについて新規
で記載。


